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タ イ ル 先付 け プ レ ス ト レ ス ト

コ ン ク リー トパ ネ ル の 暴露試験
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　プ レ キ ャ ス トコ ン ク リ
ート部材が鉄筋 コ ン ク

1丿一ト構造物に用 い られ て お り、そ の 外装仕 上 げ と して タ イ ル が 使わ

れ る例 は 多 い 。 しか し、タ イ ル を先付けした後 で プレ ス トレ ス を導入 した プ レ キ ャ ス ト p ン ク リート部材 は ま だ使用

例 が少 な い 。そ の 理由 は 、プ レ ス ト レ ス を導入す る こ とに より、タイ ル が剥離す る恐れ があ る か らで あ る。そ こ で 、

タ イ ル が 剥 離 しな い こ とを 確 か め る こ とを目的 と して 実大試験体 の 暴露試験 を行 っ た 。

2 ．試験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表

一1　 試験体

　プ レ ス ト レ ス を導入 した プ レ キ ャ ス

ト部 材 に お け る外装仕上げ と して 用 い

ら れ る タ イ ル の 剥 離 を 検 討 す る た め に

表
一1 で 示す よ う に プ レ ス トレ ス の 有

無 、プ レ ス ト レ ス の 大 きさ の 違 い 、タ

イ ル の 有無 、暴露条件の 違 い を 設定 し

た 実大試験体 を 6 体作製 し、そ れ ぞ れ

の 条件の 違 い で タ イ ル に 関して ど の よ

うな影響が 見 られ るか を調 べ るために

打音検査式剥離診断器 を使 い 、タ イ ル

の 剥離を 1 週間お きに 調 べ た o （暴露

開始日 ： 1996 年 8月 19 日）

実大 試験体 円柱供試体

番号 暴 露 条件 タ イ ル の

有無

プ レ ス ト

レ ス　MPa

ヤ ン グ 率

　 　 GPa

圧縮強度

　 　 MPa

1 − 1 屋内 無 0 29 ． 328 ． 8

1 − 2 無 0 29 ．　 224 ．　 7

2 有 o 30 ．　 725 ．　 5

3 屋外 有 4 25 ．　 324 ，　 6

4 有 6 25 ，　 723 ，　 0

5 有 8 28 ，　 923 ，　 4
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図一1　 実大試験体 の 形状寸法
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ハ ロ平 タ イ ル （108 × 60Xl3 　mm）

二 丁掛 タ イ ル （227x60 × 13mm ）

図
一2　 実大 試 験 体の 形状寸法及 び タ イ ル 張 り付け位置　　図

一3　実大試験体 の チ ッ プ及 び チ v プ 問 の 設定
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　 ま た 、実大試験体 の コ ン ク リー ト及 び タ イ ル の 歪を 調 べ る た め に 、各実 大 試 験 体 に チ ッ プ を 張 り付 け、基長 が 10

cm で あ る チ ノ ブ の 間隔を 計測 した 。計測 に あ た っ て は 、計測開始 日か ら 1週 目まで は毎 日計測 し、そ れ か らは 1 週
’

簡お きに 計測 を した 。 計測 は 同
一

時刻 に 行 っ た 。

　実大試験体 の 形状寸法と タ イ ル 張り付け位置を図
一1 、図

一2 に 示す 。 タ イ ル は実大試験体の片面に だ け先付 けし

て あ る。試験体 の チ ッ プ及びチ ッ プ間の 設定を図
一3 に 、試験体 に お ける タ イ ル 張り付け部の断面を図

一4 に、試験

体 の 暴露の 様子 を 図
一5 に 示す 。 実大試験体の 暴露 は 、タ イ ル を先付 け した面 を 上 に した 。

　 ま た 、実大 試 験体 の ヤ ン グ率 、 圧 縮強度 を 調べ る た め に 実大試験体の 1 − 1 〜5 まで と同 じ コ ン ク リ
ー

トで 作製さ

れた 円柱供試体をそ れぞれ 3 本ずっ 作製 し、材齢4 週で 圧縮試験を行 っ た 。 そ の 結果 を表
一1 に 示す 。 数値は、円柱

供試体の そ れ ぞれ 3本ずっ の 平均値 と した 。

3 ．試験結果とま とめ

．外装仕上げとして タ イ ル を先付け しプ レ ス ト レ ス を 導入 した プ レ キ ャ ス ト部材 に お い て 、プ レ ス ト レ ス の 有無、プ

レ ス トレ ス の 大 き さの 違 い 、 タ イ ル の 有無 、暴露条件 の 違い を設定 した どの 実大試験体 に お い て も、現在 （1997

年 3 月 31 日 ） ま で の と こ ろ、打音検査 に よるタ イ ル の 剥離は全く観察されなか っ た

　実大試験体 の コ ン ク リ
ー

ト及びタ イ ル の 歪を計測 した 結果 の
一例を図一6 に示す 。 こ の グ ラ フ は プ レ ス トレ ス の 有

無及 び プ レ ス ト レ ス の 大 きさ の 違 い に よ る実大試験体 2 〜5 まで の 同
一箇所に お け るチ ッ プ間の 時間経過 に よ る変位

量 を 表 した もの で あ る 。 図一6 の グラ フ に お い て は 、設定番号31 ，33 ，35 （図
一3 に 示す） の平均をと っ た も

の で あ る 。 プ レ ス ト レ ス を 導入 しな い 実大試験体 の 歪 が 引張 で あ るの に 対 し、プ ジス トレ ス を導入 した 実大試験体の

歪 は 圧縮 に な り 、 妥当な結果に な っ て い る 。 また 、歪 は 時間 が経過 して も異常 な 変動 が 見 られず、タ イ ル の 剥離は生

じて い ない と考え られ る 。
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図一4　実大試験体 に おけ る

　　　　タ イ ル 張 り付 け部の 断面
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図 一5　 実大試 験体 の 暴露 の 様子
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図
一6　 各実大試験体 の チ ッ プ間の 時間経過

　　　　に よ る変位量 の グ ラ フ
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